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はじめに

基準化されている不飽和三軸試験 装置が特殊
脱水作業など時間がかかる

(加圧板法など)

供試体のパラメータ

・ 間隙比間隙比
・ 含水比

一面せん断試験 一般的な試験装置
締固めて供試体作製

砂質土を対象 として 比較
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試験条件

試験条件決定方法 サクションを制御した不飽和三軸圧縮試験結果
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試験結果
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サクションによらず 間隙比ごとにせん断抵抗角が決まるサクションによらず，間隙比ごとにせん断抵抗角が決まる

密なほうが，粘着力の増加が大きい
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試験結果
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まとめ

非塑性の試料であれば，不飽和土の強度を簡易不飽和
土一面せん断試験から求めることができる土 面せん断試験から求めることができる．

非塑性の試料の不飽和土が擬似飽和状態においては，非 性 試料 不飽和 擬似飽和状態 ，
通常の一面せん断試験では評価不可能である．負の間
隙水圧(サクション)を別途，載荷する必要がある．
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